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いま求ぬら才る  

が覆い隠されていま∫し尭ごリスクヘッジ、コ  

ンプライアンス’（法令塀守）、二肉部監査、内  

部管理などについて関係し蘇くても∴経営に  

支障はありませんでした○せかし、：低成長下、  

それではもたなくな照棟梁み  
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薄ヰニト内部的に見ても、昔は社員の企業への忠誠   

心がありましたが、いまはそれもなくなり一  
ユー  
枚岩ではなくなりました。頻繁に内部告尭が  
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行われ、低成長下、企業は社員全員に報いら  

て．れなくなり、不祥事も増えています。このよ  

：うな情奥の下、企業のリスク管理、コンプラ  
宣ザ湯前 それちをトクルとしてまとめた  

内部管敵．きこもんと希うための監査体制め確  

立が本格的に求められる嘩期になってきたと  

いえるモ′しょう。 

そのようななか、政府も、経済産業省が今  

年5月、内部管理の窄ややガイドラインを作  

成しており、こ和ま来年3月束ち；かけ、ディ  

スクロ丁ジ（情軸示）の据針として、  

鹿討されそいく流れになってV璃㌧‘と思いま  

す0：け印（）r）昌博韓景粛モ▲‥∴て栄華   

そこで、日本の企業、特に上場企業はこれ  
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まで以上に、rリスクについての意識を高め、  

体制を整備落筆絶筆鱒‾り草す0▲  
l  グローバルでない  
リスク管理は  

奴雪者の責任  
管理体制  
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リスク管理というと、これまでは「為替が  

円高になったから損をした」とか、「原材料  

価格が上がったからどうしようもない」とい  

う話が多かったのですが、そうではなく、そ  

れは経営者が管理できる範囲内に入ってくる  

問題であり、ヘッジ戦略をどうするか、オペ  

レーションをどうするかということの前提と  

なるリスク管理の枠組み、リスクの評価をど  

う行っているかを説明できなければなりませ  

ん。   

コンプライアヤスも同じです0どのように  

組織の中でルールを定着させ、それを守らせ、  

守らない場合の是正措置を罰則を含め、どう  

行っていくかを説明できなければならないの  

です。   

いわば、リスク管理、コンプライアンスを  

きちんと行っているということをラインだけ  

でなく、内部監査という部隊を経営者のパー  

トナー、そして代理人として、しっかりと機  

能させるべき時代なのです。   

実際、このような変化を分かっている上場  

企業も出てきています。三菱商事のように、  

監査担当者を短期間で40人の部隊から200人  

以上に増やした企業もあります。   

リスク管理にしても、これまであまり手を  

つけていなかった方たちが相当な配慮をし始  

めています。例えば、電力会社だと燃料系の  

値段の変化をどうコントロールするかを考え  

るところが出てきました。   

古くて新しい問題である為替でも「3カ月  

問ヘッジする」という従来の手法でよいのか  

ということで、新たな管理手法の導入に手を  

ず、管理がダ＿中二がみになって里ません。．、連  

結決算の数字でも毎月、基礎となる数字が本  

社にフア∴クスで送られてくる避虔で」＝；その数  

字扮定義に・℡かでは心っか・り．LじていをV、ので、  

財務講義脚数字盈信じることが驚きない会社  

も多V）のです。・そうい督体制を変え一る這・とで、  

経済の変動豆相場の変動」’環境の激変に対応  

でき」る企業かどうかが決まうてきます。～ 

企業におけるリスク・を管理できない人が経  

営者と名乗ちて障る己七がおこがましい時代  

にならた七いえるでしょう。  

相場が業績に影響する勝代では「相場は禰  

が決泊る魔の渾私に怯関係ない」七言っては  

いられません。∵、■  ∴・．  

い前掛ら偶凍汐じな抽礎損をした場合1；経営  

者への訴訟が起こらていますも・日本でもリス  

グぺ，〆ジ龍わ、いで．時間題意識を変える時代が  

来ている七思いますふ・   

昔は個人が悪いということで個人の責任で  

すまされていました。しかし、いまでは「体  

制が整っていなかったら、整えなかった経営  

者が悪い」というふうになっています。   

これまでは経営者に優しすぎました。だが、  

これからは厳しい時代になっていくことでし  

ょう。  
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